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福島第一原発内部の燃料デブリの U/Pu 濃度を把握することにより、燃料デブリの効率的な処理・保管が可能になると

考えられる。当研究グループでは、可搬型高エネルギーX 線源を使用した燃料内部の U/Pu 濃度の推定手法を研究・開発

しており、今回はデブリ模擬サンプルを対象にした X線試験の結果とその考察に関して発表を行う。（本研究は、「英知

を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業廃炉加速化プログラム」の一環として実施された。）	
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1. 緒言 

デブリサンプル内部の U/Pu濃度を推定するために、異なるエネルギースペクトルを持つ 950keV/3.95MeV 

X 線源を使用した 2 色 X 線 CT による物質識別手法の研究を行なっている。今回は、Pb(U/Pu を模擬)、Ag、

Feの３つの物質を対象とした物質識別を行うために、❶物質照合のためのルックアップデータ作成（線減弱

係数測定）、❷CT再構成による物質照合精度の検証を行なった。 

 

2.物質照合のためのルックアップデータ作成 

Pb、Ag、Feに対し、950keV/3.95MeV X線源による線減弱係数

（μ値）の測定を行い、本研究での物質照合に使用する値（950keV

でのμ値/3.95MeVでのμ値）を求めた。また、2色の X線による

物質照合精度を高めるために、金属を透過する際の線質硬化によ

る線減弱係数の不安定化を抑制する必要があるが、そのために Pb

フィルタを X線源に導入し、その厚みに関する最適化を行った。 

 

3. CT 再構成による物質照合精度の検証   

図 1のような金属サンプル(Pb,Ag,Fe)に対して、180方向から CT撮像・その断面再

構成（図２）を複数の再構成手法を用いて行い、先に求めたルックアップデータから

の物質照合精度を検証した。 

4. 結論 

Pbフィルタは、950keVに対しては 5mm、3.95MeVに対しては 20mmが最適で

あった。この条件下におけるルックアップデータとそれによる物質照合精度に

関しては、当日発表を行う。 
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図 2: 図１に示した模擬サンプルに

対して 3.95MeV で行なった CT 撮像に

よる再構成断面 

図 1 : 4mm厚みの Pbと Feを密着させたデブリ模擬サンプル 
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